
敦
賀
市
白
木
は
近
世
以
来
分
家
制
限
を
行
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
一
五

軒
だ
け
で
村
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
美
浜
原
子
力
発
電
所
と
高
速
増
殖
炉

も
ん
じ
ゅ
が
建
設
さ
れ
る
以
前
は
交
通
の
便
が
悪
く
、
特
に
冬
は
雪
に
閉

（
１
）

ざ
さ
れ
た
こ
の
小
さ
な
村
は
「
陸
の
孤
島
」
と
も
い
わ
れ
て
い
た
。

白
木
の
通
婚
圏
を
み
る
と
、
最
近
で
こ
そ
他
県
か
ら
嫁
を
迎
え
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
以
前
は
通
婚
圏
が
狭
く
、
村
内
の
結
婚
が
主
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
白
木
の
人
は
「
辿
れ
ば
ど
の
家
と
も
血
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、

皆
親
戚
同
士
だ
」
と
い
う
。

こ
こ
の
村
落
運
営
の
主
体
と
な
る
の
は
、
コ
シ
ュ
（
戸
主
）
と
い
わ
れ

る
家
の
代
表
者
で
あ
り
、
一
五
人
の
戸
主
が
集
ま
っ
て
オ
ャ
ジ
ラ
（
親
父

ら
）
と
い
う
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
る
。
戸
主
は
数
え
六
○
歳
に
な
る
と
、

オ
ャ
ジ
ラ
を
引
退
し
、
ジ
ー
サ
ン
ラ
（
爺
さ
ん
ら
）
と
い
わ
れ
る
隠
居
仲

他
人
を
つ
く
る
村

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

一
は
じ
め
に

間
に
入
る
。
そ
し
て
父
親
が
六
○
歳
に
な
っ
た
年
に
、
息
子
が
ア
ン
ニ
ャ

ラ
（
兄
ら
）
と
い
わ
れ
る
若
衆
組
織
か
ら
オ
ヤ
ジ
ラ
に
昇
格
す
る
。
こ
の

男
子
の
移
行
に
対
し
て
、
配
偶
者
は
一
年
遅
れ
で
、
息
子
の
嫁
は
ム
ス
メ

ラ
（
娘
ら
）
か
ら
カ
カ
ラ
（
蝉
ら
）
に
、
ま
た
戸
主
の
妻
は
カ
カ
ラ
か
ら

バ
ー
サ
ン
ラ
（
婆
さ
ん
ら
）
と
い
う
隠
居
に
移
行
し
て
い
く
。
父
親
が
早

死
に
し
た
場
合
に
は
、
長
男
が
二
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
子
供
が
戸
主
と

な
り
、
ア
ン
ニ
ャ
ラ
を
飛
び
越
し
て
オ
ャ
ジ
ラ
に
仲
間
入
り
す
る
。
逆
に

父
親
の
結
婚
が
早
く
、
若
い
時
の
長
男
の
場
合
、
父
親
と
息
子
の
年
齢
差

が
小
さ
い
た
め
、
息
子
は
一
七
歳
で
ア
ン
ニ
ャ
ラ
に
入
っ
た
後
、
四
○
歳

過
ぎ
ま
で
戸
主
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
家
に
よ
っ
て
は
、
祖

父
が
六
○
歳
前
で
オ
ャ
ジ
ラ
に
い
る
た
め
、
父
親
と
息
子
が
二
人
で
ア
ン

ニ
ャ
ラ
に
い
る
と
い
う
例
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
戸
主
の
六
○
歳

と
い
う
年
齢
が
基
準
に
な
っ
て
、
一
五
人
の
戸
主
を
確
保
し
て
い
る
の
で

（
ワ
】
）

あ
る
。こ
の
よ
う
に
、
分
家
制
限
と
村
内
の
結
婚
と
い
う
二
つ
の
特
徴
を
も
ち
、

関
沢
ま
ゆ
み
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白
木
で
は
、
何
代
か
辿
れ
ば
、
ど
こ
の
家
と
も
血
が
か
か
っ
て
お
り
、

村
中
皆
親
戚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

白
木
の
現
戸
主
の
配
偶
者
の
実
家
、
お
よ
び
先
代
、
先
々
代
の
戸
主
の
配

偶
者
の
実
家
の
所
在
地
を
み
る
と
、
現
在
で
は
埼
玉
県
、
茨
城
県
な
ど
他

県
か
ら
嫁
い
で
き
た
者
も
い
る
が
、
先
代
ま
で
は
村
内
に
お
け
る
結
婚
が

村
中
が
親
戚
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
白
木
の
場
合
家
同
士
の
つ
き
合
い
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
葬
式
に
お
け
る

一
五
軒
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
役
割
の
分
担
の
仕
方
か
ら
、
家
と
家
の
つ
き
合

い
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
民
俗
学
に
お
け
る
葬
式
に
関
す
る
調
査
報
告
を
み
る
と
、

儀
礼
的
な
部
分
を
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
記
述
す
る
も
の
と
、
葬
式
組
を

中
心
と
し
た
社
会
組
織
に
記
述
の
中
心
が
あ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
て
、

両
者
を
統
合
的
に
記
述
し
た
も
の
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
同

じ
民
俗
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
記
述
内
容
が
分
離
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
葬
式
に
お
け
る
地
縁
関
係
者
（
葬
式
組
）
と
血
縁
関
係
者
（
家

族
親
族
）
の
間
の
具
体
的
な
役
割
分
担
が
明
確
に
な
ら
な
い
と
い
う
欠
点

が
あ
っ
た
。
そ
の
点
を
追
究
せ
ず
に
、
日
本
人
の
葬
式
は
葬
式
組
と
い
わ

れ
る
地
縁
関
係
者
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
常

識
と
さ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
点
に
疑
問
を
提
す
る
意
味
を

込
め
た
報
告
で
あ
る
。

二
主
親
類
・
小
親
類
・
他
人

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
他
に
は
美
浜
町
菅
浜
と
の
通
婚
が
み
ら
れ
る
程
度
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
１
）
・

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
村
中
が
親
戚
関
係
に
あ
る
一
五
軒
は
、
自
分
の

（
３
）

家
に
対
し
て
他
の
一
四
軒
と
の
関
係
を
オ
モ
シ
ン
ル
イ
（
主
親
類
）
・
コ
シ

ン
ル
イ
（
小
親
類
）
・
タ
ー
ン
（
他
人
）
の
三
種
類
に
分
け
て
い
る
。
村
落

を
形
成
す
る
一
五
軒
全
て
が
こ
の
三
つ
の
関
係
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
主

親
類
で
も
な
い
、
小
親
類
で
も
な
い
、
他
人
で
も
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば

関
係
の
な
い
家
は
な
い
（
表
２
）
。
各
家
で
、
主
親
類
は
三
か
ら
七
軒
、
他

人
も
三
か
ら
五
軒
、
残
り
が
小
親
類
に
な
っ
て
い
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

主
親
類
は
濃
い
親
戚
づ
き
合
い
を
す
る
家
、
小
親
類
が
少
し
親
戚
づ
き
合

い
を
す
る
家
、
そ
し
て
他
人
は
親
戚
づ
き
合
い
を
し
な
い
家
の
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
２
を
み
る
と
、
①
の
家
に
と
っ
て
②
は
小
親
類

だ
が
、
②
の
家
に
と
っ
て
①
は
他
人
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
家
と
家
の

関
係
が
お
互
い
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。

主
親
類
に
つ
い
て
は
「
昔
の
重
い
親
戚
」
と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
具

（
４
）

体
的
な
家
同
士
の
関
係
が
不
明
瞭
な
場
合
も
あ
る
が
、
主
親
類
の
由
来
が

比
較
的
よ
く
わ
か
る
②
⑤
⑦
⑪
⑬
の
事
例
を
み
て
い
き
た
い
。

②
の
家
に
と
っ
て
は
主
親
類
が
三
軒
、
小
親
類
が
七
軒
、
他
人
が
四
軒

で
あ
る
。
②
と
主
親
類
③
面
⑮
の
三
軒
の
関
係
を
み
る
と
、
③
は
②
の
戸

主
の
配
偶
者
（
栄
子
）
と
先
代
の
配
偶
者
（
ゆ
き
）
の
共
通
の
実
家
、
⑮

は
②
の
先
々
代
の
配
偶
者
（
イ
シ
）
の
実
家
、
⑧
と
は
③
と
の
関
係
（
⑧

の
先
々
々
代
の
配
偶
者
カ
メ
の
実
家
が
③
で
あ
り
、
②
は
③
か
ら
ゆ
き
と

栄
子
二
代
続
け
て
嫁
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
）
で
主
親
類
に
な
っ
て
い
る
。
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表1 白木の通婚圏

⑤
の
家
に
と
っ
て
は
主
親
類
が
三
軒
、
小
親
類
が
六
軒
、
他
人
が
五
軒

で
あ
る
。
⑤
と
主
親
類
③
⑦
⑪
の
三
軒
の
関
係
を
み
る
と
、
③
は
⑤
の
先
々

代
の
姉
妹
（
イ
シ
）
の
嫁
ぎ
先
、
⑦
は
⑤
の
先
々
々
代
の
姉
妹
（
フ
サ
）

の
嫁
ぎ
先
、
⑪
は
先
々
々
々
代
の
配
偶
者
（
イ
ト
）
の
実
家
で
あ
る
。
こ

の
場
合
も
⑤
と
③
の
関
係
は
他
人
で
あ
っ
た
が
、
イ
シ
が
⑤
か
ら
③
へ
嫁

い
だ
こ
と
に
よ
っ
て
主
親
類
に
な
っ
た
。

⑦
の
家
に
と
っ
て
は
主
親
類
が
四
軒
、
小
親
類
が
七
軒
、
他
人
が
三
軒

で
あ
る
。
⑦
と
主
親
類
⑤
⑩
⑬
⑭
の
四
軒
の
関
係
を
み
る
と
、
⑩
は
⑦
の

先
代
の
配
偶
者
（
喬
子
）
の
実
家
、
⑭
は
⑦
の
先
々
代
の
配
偶
者
（
シ
ズ
）

の
実
家
、
⑬
は
⑦
の
先
々
々
代
の
配
偶
者
（
フ
サ
）
の
実
家
、
⑤
は
先
々

代
の
姉
妹
（
ト
メ
）
が
嫁
い
だ
が
、
子
供
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
先
代

の
妹
（
光
子
）
が
嫁
ぎ
、
ト
メ
と
光
子
の
二
代
続
け
て
⑦
か
ら
⑤
に
行
っ

（
光
子
）
が
嫁
ぎ
、
ト
メ
と
光
子
の
二
代
続
け
て
⑦
か
ら
⑤
に
行
っ

た
た
め
、
主
親
類
に
な
っ
て
い
る
。
ト
メ
が
嫁
ぐ
前

は
⑤
と
⑦
は
主
親
類
で
な
か
っ
た
。

⑪
の
家
に
と
っ
て
は
主
親
類
が
六
軒
、
小
親
類
が

五
軒
、
他
人
が
三
軒
で
あ
る
。
⑪
と
主
親
類
①
。
⑥

⑨
⑫
⑮
の
六
軒
の
関
係
を
み
る
と
、
⑤
は
⑪
の
先
代

の
弟
（
春
治
）
の
養
子
先
、
⑫
は
先
々
々
代
の
妹
（
リ

キ
）
の
嫁
ぎ
先
、
⑨
は
⑪
に
養
子
に
来
た
先
々
々
代

（
栄
治
郎
）
の
実
家
、
⑥
は
先
代
の
配
偶
者
（
八
重
子
）

の
実
家
、
①
と
⑮
は
先
代
の
配
偶
者
の
姉
妹
（
文
子

と
広
子
）
の
嫁
ぎ
先
と
い
う
関
係
で
主
親
類
に
な
っ

て
い
る
。
⑪
に
と
っ
て
①
と
⑮
は
小
親
類
で
あ
っ
た

が
八
重
子
の
姉
妹
の
結
婚
を
機
に
主
親
類
に
な
っ
た
。

⑬
の
家
に
と
っ
て
は
主
親
類
が
四
軒
、
小
親
類
が

六
軒
、
他
人
が
四
軒
で
あ
る
。
⑬
と
主
親
類
①
④
⑦

⑭
の
四
軒
の
関
係
を
み
る
と
、
⑭
は
養
子
に
き
た

先
々
代
（
常
吉
）
の
実
家
、
①
と
⑦
は
⑬
の
先
々
代

の
妻
（
サ
キ
）
の
姉
妹
（
ナ
カ
、
シ
ズ
）
の
嫁
ぎ
先
、
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戸主の妻 先代の妻 先々代の妻 先々々代の妻

1 敦賀市 6 13 美浜町丹生

2 3 3 15

3 敦賀市 ○美浜町菅浜 5

4 美浜町菅浜 美浜町佐田

5 埼玉県
戸
〃
〃
■
０ ＋11 7 ○

6 ○美浜町日向 美浜町菅浜 11 3

7 茨城県 10 14 13

8 － 美浜町菅浜 ④ 3

9 大飯郡大島 15 1 4

10 － 大阪府 ⑨ 8

11 敦賀市 6 美浜町菅浜 ⑨

12 福井県三国 美浜町菅浜 9

13 ○越前町 ⑭ ④

14 茨城県 敦賀市 美浜町菅浜

15 敦賀市 6 ① 敦賀市



表2 A欄の家番号からみた主親類(◎)小親類(△） ・他人(×)の関係

(注）本文にも述べたように家と家の関係が対応していない場合もある。

④
は
養
子
に
き
た
⑬
の
先
々
々
代
（
半
治
郎
）
の
実
家
で
あ

ブ
（
》
○

以
上
よ
り
、
主
親
類
は
村
内
に
お
け
る
家
と
家
の
婚
姻
に

よ
っ
て
結
ば
れ
る
親
戚
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
現
戸
主
だ
け
で
な
く
、
先
代
お
よ
び
先
々
代
、
先
々
々
代

ま
で
四
代
に
わ
た
る
関
係
で
あ
り
、
五
代
目
か
ら
は
小
親
類

に
な
る
。
ま
た
主
親
類
を
つ
く
る
契
機
は
家
の
跡
取
り
の
婚

姻
だ
け
で
な
く
、
跡
取
り
以
外
の
子
供
た
ち
が
、
村
内
の
他

家
へ
嫁
（
あ
る
い
は
婿
養
子
）
に
行
け
ば
そ
の
婚
家
と
主
親

類
の
関
係
に
な
る
。
た
と
え
ば
Ａ
家
に
Ｂ
家
か
ら
嫁
い
で
き

た
嫁
の
兄
弟
姉
妹
が
村
内
の
他
家
（
た
と
え
ば
Ｃ
・
Ｄ
）
に

嫁
（
あ
る
い
は
婿
養
子
）
に
行
け
ば
、
Ａ
家
は
Ｂ
家
の
他
に

Ｃ
家
や
Ｄ
家
と
も
主
親
類
に
な
る
。
つ
ま
り
村
内
の
結
婚
に

よ
っ
て
主
親
類
が
再
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
な

お
白
木
外
に
出
た
者
の
婚
家
は
村
の
主
親
類
と
は
別
に
な
る
。

小
親
類
は
主
親
類
の
家
が
変
化
し
た
も
の
で
、
四
代
目
を

過
ぎ
た
五
代
目
以
降
の
家
を
目
安
と
し
て
い
る
。

他
人
は
（
比
較
的
）
血
が
か
か
っ
て
い
な
い
家
の
こ
と
と

い
わ
れ
て
い
る
。
⑤
の
場
合
⑧
⑩
⑬
⑭
⑮
の
五
軒
が
他
人
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
ほ
ん
ま
の
他
人
で
血
筋
で
な
い
」
家
は

⑧
⑩
⑮
の
三
軒
で
あ
る
。
他
の
⑬
と
⑭
は
⑤
の
家
と
い
と
こ

で
あ
る
が
、
お
互
い
に
家
と
し
て
は
他
人
と
い
う
こ
と
に
し

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
⑩
の
他
人
は
④
⑤
⑰
⑮
で
、
⑪
の
他
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1 2 3 4
戸

｡ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1 ● × △ × △ ◎ △ △ ◎ △ ◎ × ◎ △ ◎

2 △ ● ◎ × △ △ △ ◎ △ △ △ △ × △ ◎

3 △ ◎ ● △ ◎ ◎ △ ◎ △ △ △ × × × ◎

4 × × △ ● △ △ △ ◎ ◎ × × × ◎ ◎ △

5 △ △ ◎ △ ● ◎ ◎ × △ × ◎ ◎ × × ×

6 ◎ △ ◎ △ △ ● × △ × △ ◎ △ × × ◎

7 △ △ △ △ ◎ × ● × △ ◎ △ × ◎ ◎ △

8 △ ◎ ◎ ◎ × △ × ● × ◎ △ △ △ △ △

9 ◎ △ △ △ △ × △ × ● ◎ ◎ ◎ △ △ ◎

10 △ × △ × × × ◎ ◎ ◎ ● × △ △ △ ×

11 ◎ △ △ × ◎ ◎ △ △ ◎ × ● ◎ △ × ◎

12 × △ × × △ △ × △ ◎ △ ◎ ● △ × △

13 ◎ × × ◎ × × ◎ △ ◎ ◎ △ △ ● ◎ △

14 △ △ × ◎ × × ◎ △ △ △ × × ◎ ● ×

15 ◎ ◎ ◎ △ × ◎ △ △ ◎ × ◎ △ △ × ●



○｜
’
△
ユ
ね

△

△ △＝○

人
は
④
⑩
⑭
で
あ
る
。
こ
こ
で
⑩
と
⑪
は
他
人
同
士
に
な
っ
て
い
る
が
、

血
筋
と
し
て
は
⑩
と
⑪
の
先
々
代
が
い
と
こ
（
図
ｌ
）
な
の
で
主
親
類
で

あ
る
。
し
か
し
「
家
ご
と
の
し
き
た
り
と
し
て
他
人
に
な
っ
て
い
る
」
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に
他
人
に
は
、
血
筋
で
な
い
「
本
当
の
他
人
」
と
、
血

筋
が
つ
な
が
っ
て
い
る
が
「
家
ご
と
の
し
き
た
り
と
し
て
の
他
人
」
の
つ

き
合
い
を
し
て
い
る
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

白
木
の
旧
来
の
葬
送
儀
礼
へ
の
村
人
の
関
与
の
仕
方
は
、
一
九
七
七
、

八
年
頃
敦
賀
市
内
に
火
葬
場
が
で
き
て
葬
儀
社
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
と
、
一
九
九
三
年
に
村
の
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る
つ
き
合
い
の
簡
素

三
葬
式
の
つ
き
合
い

栄
治
郎
（
Ｍ
９
）

⑪
へ
養
子

繁
吉
（
Ｍ
４
）

○｜
｜
⑩
へ
養
子

△
辰
治
郎
（
Ｍ
拓
）
糾家

○

字数

△
熊
治
郎
（
Ｍ
翌
Ｆを生

○

例

△
政
治
郎
（
Ｍ
別
）
凡

図1⑩と⑪の血縁関係

化
が
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
、

以
下
、
主
親
類
、
小
親
類
、
他
人
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
葬
式
の
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
、
初
七
日
に
あ
た
る
ナ
ノ
カ
ノ
シ
ア
ゲ
（
七
日
の
仕
上

げ
）
、
三
十
五
日
、
四
十
九
日
に
関
わ
っ
て
い
る
か
記
述
し
た
い
。

お
通
夜
と
葬
式
、
三
十
五
日
に
は
主
親
類
が
一
軒
か
ら
二
人
ず
つ
手
伝

い
に
出
て
、
男
子
は
葬
式
の
段
取
り
を
整
え
、
女
子
は
台
所
仕
事
を
受
け

持
つ
。
一
九
九
三
年
度
に
つ
き
合
い
の
簡
素
化
が
話
し
合
わ
れ
、
葬
式
の

口
の
料
理
は
赤
飯
を
廃
止
し
、
漬
物
を
入
れ
て
七
品
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

以
前
は
赤
飯
を
炊
き
、
一
五
サ
ワ
チ
と
い
っ
て
一
五
鉢
分
の
お
か
ず
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
小
親
類
は
葬
式
当
ｕ
だ
け
一
軒
か

ら
一
人
が
出
て
手
伝
い
を
す
る
。

も
と
も
と
白
木
で
は
、
村
は
ず
れ
の
サ
ン
マ
イ
に
あ
る
火
葬
場
で
遺
体

を
焼
い
て
処
理
し
て
い
た
。
こ
の
時
シ
ッ
ボ
（
死
壺
）
を
堀
っ
て
土
台
木

を
二
本
渡
し
て
棺
桶
を
の
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
山
か
ら
若
松
（
二
、
三

○
○
キ
ロ
）
を
切
り
出
し
て
火
葬
の
準
備
を
す
る
。
こ
の
オ
ン
ポ
役
は
他

人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
一
五
歳
前
に
死
亡
し
た
子
供
や
一
月
一
日

か
ら
一
五
日
ま
で
に
死
亡
し
た
男
女
は
火
葬
に
せ
ず
、
サ
ン
マ
イ
に
土
葬

（
戸
切
）

に
し
た
。
こ
の
場
合
穴
堀
り
を
す
る
の
も
他
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
葬
家

の
座
敷
で
葬
式
が
終
わ
る
と
、
オ
ン
ポ
役
の
他
人
が
棺
を
ガ
ン
ダ
イ
（
棺

台
）
に
の
せ
て
浜
に
行
き
、
浜
で
の
葬
式
を
行
な
う
。
そ
し
て
サ
ン
マ
イ

に
棺
を
運
ん
だ
。
火
葬
場
で
は
三
、
四
時
間
か
け
て
、
オ
ン
ポ
役
の
他
人

が
遺
体
を
焼
い
た
。
焼
い
た
後
の
骨
は
村
人
全
員
で
コ
ッ
ヒ
ロ
イ
（
骨
拾

い
）
を
し
て
、
海
藏
寺
（
曹
洞
宗
）
の
奥
に
あ
る
ハ
カ
バ
と
い
わ
れ
る
石
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塔
墓
に
納
め
た
。
こ
の
よ
う
に
棺
に
触
る
の
は
主
親
類
な
ど
の
身
内
で
な

く
、
他
人
の
役
割
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
多
く
を
葬
儀
社
に
任
せ
、

敦
賀
市
内
の
火
葬
場
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
棺
を
祭
壇
か
ら
下

ろ
し
て
縁
側
か
ら
出
し
て
霊
枢
車
に
の
せ
る
の
は
他
人
の
役
目
で
あ
る
。

葬
式
の
香
典
は
、
た
と
え
ば
主
親
類
が
三
万
円
、
小
親
類
が
一
万
円
、

他
人
が
一
万
円
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
加
え
て
主
親
類
の
場
合
に
は
花
代
、

供
物
代
、
寺
の
僧
侶
を
呼
ぶ
お
金
な
ど
で
三
万
円
、
小
親
類
で
花
代
一
万

円
と
い
う
よ
う
に
、
関
係
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
て
、
香
典
以
外
に
も
出
す

費
用
が
多
く
な
る
。
特
に
白
木
で
は
海
藏
寺
の
本
寺
の
僧
侶
を
九
人
く
ら

い
呼
ぶ
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
お
布
施
を
タ
ノ
モ
シ
（
頼

母
子
）
と
い
っ
て
、
主
親
類
が
協
力
し
合
っ
て
出
す
の
で
負
担
が
大
き
い

の
で
あ
る
。

葬
式
後
の
供
養
に
は
七
日
の
シ
ア
ゲ
、
三
十
五
日
、
四
十
九
日
、
一
周

忌
、
三
周
忌
な
ど
の
年
忌
の
法
事
が
あ
る
。
七
日
の
シ
ア
ゲ
は
葬
儀
当
日

の
晩
に
葬
家
で
行
な
う
。
か
っ
て
は
主
親
類
の
家
は
一
軒
か
ら
二
人
ず
つ
、

小
親
類
は
一
人
ず
つ
、
他
人
も
一
人
ず
つ
出
て
お
墓
参
り
を
し
、
御
詠
歌

を
唱
え
、
葬
家
で
は
お
参
り
の
人
に
吸
物
、
漬
物
、
ご
飯
、
五
品
の
お
膳

を
出
し
た
。
し
か
し
一
九
九
三
年
の
改
正
で
「
法
要
（
従
来
の
年
忌
法

事
、
、
初
七
日
、
三
十
五
日
）
の
講
中
（
当
区
で
は
「
こ
お
じ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
）
は
親
戚
、
他
人
を
問
わ
ず
、
各
家
一
名
と
す
る
」
（
傍
線
筆
者
、

（
）
内
マ
マ
）
と
決
め
ら
れ
た
の
で
、
以
後
主
親
類
、
小
親
類
、
他
人
の

区
別
を
な
く
し
て
一
軒
か
ら
一
人
ず
つ
お
参
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
三
十
五
日
は
各
家
の
戸
主
が
お
参
り
し
て
い
た
が
、
一
九
九
三
年
の

改
正
後
は
戸
主
に
限
定
せ
ず
各
家
か
ら
一
人
誰
か
が
お
参
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
四
十
九
日
ま
で
は
七
日
ご
と
に
他
人
以
外
の
者
（
主
親
類
と
小

親
類
）
が
葬
家
に
御
詠
歌
を
あ
げ
に
来
る
。

以
上
よ
り
、
白
木
で
は
葬
式
に
あ
た
っ
て
、
主
親
類
は
濃
い
親
類
と
し

て
一
軒
か
ら
二
人
が
手
伝
い
に
出
て
、
葬
式
の
段
取
り
や
台
所
仕
事
を
行

な
い
、
死
後
の
供
養
に
も
参
加
し
、
小
親
類
は
葬
式
当
日
だ
け
手
伝
い
に

行
き
、
ま
た
七
日
の
シ
ア
ゲ
か
ら
四
十
九
日
ま
で
の
念
仏
供
養
へ
参
加
す

る
の
に
対
し
、
他
人
は
オ
ン
ボ
役
と
い
う
特
別
な
役
目
を
持
ち
、
死
後
の

供
養
に
は
戸
主
と
し
て
一
軒
か
ら
一
人
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
参
加
す
る
が
、
他
人
と
し
て
特
別
招
待
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
主
親
類
、
小
親
類
、
他
人
と
い
う
立
場
に
よ
っ
て
葬

（
６
）

式
の
役
割
が
分
担
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

そ
し
て
、
た
と
え
ば
⑩
の
先
々
代
（
辰
治
郎
）
と
⑪
の
先
々
代
（
政
治

郎
）
と
は
父
親
同
士
が
兄
弟
で
、
二
人
は
い
と
こ
同
士
で
あ
っ
た
が
、
⑩

の
辰
治
郎
の
葬
式
に
あ
た
っ
て
⑪
の
政
治
郎
は
他
人
と
し
て
オ
ン
ポ
役
を

し
た
と
い
う
例
も
あ
り
、
葬
式
で
は
血
縁
で
説
明
さ
れ
る
実
質
的
な
身
内

の
な
か
か
ら
も
他
人
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。

か
っ
て
こ
の
半
農
半
漁
の
村
で
は
、
戸
主
が
中
心
に
な
っ
て
地
曳
き
網

を
一
五
軒
共
同
で
利
用
し
、
漁
獲
物
を
平
等
に
分
配
し
、
黒
海
苔
の
口
明

四
ま
と
め
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け
を
守
り
、
田
植
え
を
共
同
で
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
生
業
の
中

心
に
な
る
の
が
戸
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
戸
主
は
氏
神
社
で
あ
る
白
城
神
社

の
霜
月
祭
り
で
、
ト
ー
ニ
ン
と
い
わ
れ
る
当
屋
の
仕
事
を
行
な
う
ほ
か
、

白
木
の
一
年
間
の
行
事
に
参
加
し
、
オ
ャ
ジ
ラ
の
コ
モ
リ
（
籠
り
）
や
寄

合
に
も
必
ず
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
五
軒
の
代
表
者
で

あ
る
戸
主
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
意
思
決
定
が
な
さ
れ
、
村
落
運
営
が
行

な
わ
れ
た
。
ま
た
白
木
に
は
産
小
屋
が
あ
り
、
皆
こ
の
産
小
屋
で
生
ま
れ
、

白
城
神
社
の
氏
子
に
な
り
、
男
子
は
霜
月
祭
り
の
ト
ー
ニ
ン
を
つ
と
め
、

ア
ン
ニ
ャ
ラ
、
オ
ャ
ジ
ラ
、
ジ
ー
サ
ン
ラ
と
い
う
仲
間
を
移
行
し
、
女
子

も
娘
ラ
、
カ
カ
ラ
、
バ
ー
サ
ン
ラ
と
い
う
仲
間
を
移
行
し
な
が
ら
老
年
に

達
す
る
。
そ
し
て
最
期
は
村
で
一
つ
の
シ
ッ
ボ
で
焼
か
れ
、
村
人
に
骨
を

拾
わ
れ
て
墓
に
入
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
産
小
屋
で
生
ま
れ
て
、
村
で
一

生
を
お
く
り
、
シ
ッ
ボ
で
焼
か
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
へ
そ
の
緒
を
切
っ

て
か
ら
灰
に
な
る
ま
で
村
人
皆
が
同
じ
場
所
を
使
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
家
ご
と
の
個
性
を
強
調
す
る
よ
り

も
、
村
人
と
し
て
の
同
質
性
を
志
向
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
分
家
制
限
と
村
内
の
結
婚
を
背
景
に
も
ち
、
村
人
と
し
て

の
同
質
性
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
み
え
る
村
に
お
け
る
家
と
家
の
関
係
に

つ
い
て
要
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

白
木
で
は
一
軒
に
対
し
て
残
り
の
一
四
軒
は
、
主
親
類
、
小
親
類
、
他

人
と
い
う
三
つ
の
関
係
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主
親
類
、
小
親
類
、

他
人
の
関
係
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
結
婚
に
よ
っ
て
小
親
類
あ
る

い
は
他
人
が
主
親
類
に
移
行
し
た
り
、
離
婚
に
よ
っ
て
主
親
類
か
ら
他
人

に
変
化
し
た
り
す
る
が
、
こ
の
三
種
類
の
関
係
は
原
則
的
に
は
世
代
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
自
然
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
主
親
類
は
村
内
の

結
婚
に
よ
っ
て
成
立
し
た
婚
家
と
実
家
の
関
係
を
基
本
と
し
て
い
る
。
一

方
他
人
は
縁
の
薄
い
家
か
ら
三
、
四
軒
に
頼
む
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
血

筋
が
薄
れ
た
本
当
の
他
人
と
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
血
筋
が
濃
い
が

家
ご
と
の
し
き
た
り
と
し
て
作
ら
れ
た
他
人
の
二
種
類
が
あ
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
し
か
も
、
実
際
は
い
と
こ
の
葬
式
で
、
本
来
な
ら
主
親
類
で
あ

る
の
に
家
ご
と
の
し
き
た
り
と
し
て
他
人
に
決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

他
人
と
し
て
葬
式
に
関
わ
る
と
い
う
例
も
あ
り
、
身
内
と
い
う
血
縁
関
係

の
中
か
ら
も
他
人
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
力
が
存
在
す
る
。

葬
式
に
お
け
る
役
割
分
担
で
は
、
主
親
類
が
台
所
に
立
ち
、
他
人
は
オ

ン
ボ
役
を
す
る
。
香
典
の
金
額
は
主
親
類
が
最
も
高
く
、
小
親
類
、
他
人

の
順
に
減
っ
て
い
く
。
ま
た
、
初
七
日
以
降
四
十
九
日
ま
で
の
供
養
で
は

村
人
と
し
て
参
加
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
主
親
類
、
小
親
類
、
他
人
と
も

に
出
席
す
る
が
、
親
類
と
し
て
参
加
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
他
人
を
除
外

し
て
い
る
。

以
上
の
な
か
で
も
特
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
他
人
と
い
う
言
葉
が
、
単

に
、
身
内
で
な
い
人
、
血
縁
の
な
い
人
、
親
戚
で
な
い
人
と
い
う
よ
う
な

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
家
ご
と
の
し
き
た
り
と
し
て
の

他
人
と
い
う
言
い
方
で
、
制
度
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
他
人
が
存
在
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
九
九
三
年
の
つ
き
合
い
の
簡
素
化
を
記
録
し

た
資
料
に
も
「
他
人
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
白
木
に
お
い

て
は
こ
の
言
葉
が
特
定
の
社
会
的
意
味
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
白
木
は
分
家
制
限
と
村
内
の
結
婚
の
繰
り
返

し
に
よ
っ
て
、
村
中
親
戚
の
よ
う
な
村
で
あ
る
。
結
婚
に
よ
っ
て
主
親
類

を
再
生
産
で
き
る
が
、
逆
に
他
人
を
つ
く
る
こ
と
の
方
が
難
し
い
。
比
較

的
縁
の
薄
い
方
の
家
を
三
、
四
軒
頼
ん
で
「
他
人
に
な
っ
て
も
ら
う
」
と

い
い
、
身
内
の
関
係
よ
り
も
他
人
と
し
て
の
関
係
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
す

ら
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
人
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

他
人
に
し
か
で
き
な
い
最
も
大
き
な
役
割
は
、
葬
式
の
と
き
に
棺
を
サ

ン
マ
イ
に
運
び
、
火
葬
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
遺
体
に
触
れ
る
仕
事
は
身

内
に
は
で
き
ず
、
他
人
に
依
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
人
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
と
し
て
直
接
遺
体
に
触
れ
、
そ
れ
を
処

理
す
る
オ
ン
ボ
役
は
身
内
に
は
で
き
な
い
と
い
う
意
識
、
禁
忌
が
存
在
し

て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
白
木
で
は
、
菅
浜
と
通
婚
が
あ
り
、
嫁
の
実
家
方
の
葬
式
に

出
た
経
験
の
あ
る
人
が
多
い
。
菅
浜
で
は
葬
式
は
親
と
子
だ
け
で
す
る
と

い
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
最
後
の
別
れ
だ
か
ら
親
と
子
だ
け

で
す
る
の
が
本
当
だ
と
思
う
。
白
木
の
よ
う
に
他
人
任
せ
に
す
る
の
は
お

か
し
い
と
思
う
」
と
い
う
感
想
を
も
つ
人
が
少
な
く
な
い
。
実
際
、
白
木

周
辺
地
域
で
も
菅
浜
、
敦
賀
半
島
の
縄
間
や
立
石
で
は
葬
式
の
穴
堀
り
や

棺
を
担
ぐ
役
割
は
親
の
葬
式
な
ら
子
供
が
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
話
が

聞
か
れ
た
。
ま
た
一
九
九
三
年
に
筆
者
が
調
査
を
行
な
っ
た
新
潟
県
南
魚

沼
郡
津
南
町
赤
沢
で
も
火
葬
で
あ
っ
た
が
、
親
の
遺
体
を
焼
く
の
は
子
供

た
ち
の
役
割
で
、
村
は
ず
れ
の
焼
き
場
で
一
晩
か
け
て
菰
に
包
ん
だ
遺
体

（
７
）

を
棒
で
つ
つ
き
な
が
ら
よ
く
焼
い
た
と
い
う
衝
撃
的
な
話
も
聞
か
さ
れ
た
。

葬
式
は
親
と
子
で
す
る
の
が
本
当
で
、
他
人
任
せ
に
す
る
の
は
お
か
し

い
と
い
う
白
木
の
人
の
言
葉
や
、
家
ご
と
に
他
人
を
つ
く
る
し
き
た
り
の

存
在
か
ら
、
白
木
で
も
も
と
も
と
葬
式
は
身
内
が
行
な
っ
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
葬
式
は
他
人
が
行
な
う
も
の
と
す
る
意
識
の
普

及
に
よ
り
、
他
人
を
つ
く
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
白
木
の
事
例
は
、
各
地
で

一
般
的
な
身
内
は
葬
式
に
一
切
手
を
出
さ
ず
、
葬
式
組
と
い
わ
れ
る
地
縁

者
集
団
に
よ
っ
て
、
台
所
の
賄
い
も
オ
ン
ポ
仕
事
も
行
な
わ
れ
る
と
い
う

形
と
は
異
な
る
注
目
す
べ
き
事
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

《
汪（
１
）
敦
賀
市
白
木
に
つ
い
て
は
、
西
垣
晴
次
「
白
木
浦
の
祭
礼
間
書

ｌ
福
井
県
敦
賀
市
白
木
浦
ｌ
」
二
社
会
と
伝
承
」
四
－
三
一

九
六
○
年
所
収
）
、
山
路
恵
子
「
北
陸
一
海
村
の
村
落
組
織
ｌ
福

井
県
敦
賀
市
白
木
浦
の
年
令
・
世
代
階
層
制
を
中
心
と
し
て

ｌ
」
（
「
民
族
学
研
究
」
三
七
－
四
一
九
七
三
年
所
収
）
、
谷

川
健
一
・
西
山
や
よ
い
『
産
屋
の
民
俗
－
若
狭
湾
に
お
け
る
産

屋
の
聞
害
－
」
（
国
害
刊
行
会
一
九
八
一
年
）
な
ど
の
先
行

研
究
が
あ
る
。

（
２
）
白
木
の
戸
主
と
六
○
歳
と
い
う
定
年
に
つ
い
て
は
、
関
沢
「
村

落
に
お
け
る
年
齢
の
二
つ
の
意
味
ｌ
「
家
」
と
「
個
人
』
の
視

点
か
ら
ｌ
」
（
「
帝
京
史
学
」
二
一
九
九
六
年
所
収
）
に
お
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（
６
）
結
婚
す
る
時
に
は
、
「
白
木
の
仲
人
」
を
た
て
る
こ
と
が
慣
例

に
な
っ
て
お
り
、
仲
人
役
は
主
親
類
か
ら
一
人
頼
む
。
た
と
え

ば
一
九
七
八
年
に
敦
賀
市
内
で
結
婚
式
を
あ
げ
た
⑮
の
場
合
、

市
内
で
会
社
勤
務
を
し
て
い
た
時
に
上
司
の
紹
介
で
、
同
じ
敦

賀
市
内
に
住
む
女
性
を
紹
介
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
世
話
を
し
て

く
れ
た
上
司
を
仲
人
に
す
る
が
、
「
白
木
で
は
白
木
の
仲
人
を

た
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
主
親
類
の

⑨
を
仲
人
に
頼
ん
だ
。
仲
人
は
結
納
と
結
婚
式
に
挨
拶
を
す

る
。
⑮
の
結
婚
式
に
は
白
木
の
戸
主
を
全
員
招
待
し
、
他
人
を

上
席
に
し
、
小
親
類
、
主
親
類
の
順
に
下
座
に
つ
い
た
。

⑤
（
一
九
○
七
・
明
治
四
○
年
生
れ
）
は
数
え
年
一
八
歳
で

⑦
か
ら
嫁
い
で
き
た
が
、
そ
の
時
の
祝
儀
は
親
類
を
よ
ん
で

い
て
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
オ
モ
シ
ン
ル
イ
に
つ
い
て
は
、
主
な
親
類
と
い
う
意
味
合
い
で

「
主
親
類
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
重
い
親
類
と
い

う
意
味
合
い
も
あ
る
。

（
４
）
自
分
の
家
の
主
親
類
、
小
親
類
、
他
人
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、

主
親
類
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
村
人
自
身
も
「
昔
の
重
い
親

戚
」
と
い
う
だ
け
で
、
具
体
的
に
何
代
前
か
ら
の
関
係
か
判
断

で
き
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。

（
５
）
明
治
四
○
年
生
れ
の
女
性
が
先
代
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
は
、

「
正
月
一
五
日
ま
で
は
外
で
火
を
焚
か
ん
か
ら
」
大
人
も
土
葬

「
正
月
一
五
日
ま

に
す
る
と
い
う
。

ち
ょ
っ
と
盃
事
を
し
た
程
度
で
、
一
九
四
五
年
頃
ま
で
は
祝
儀

の
席
に
他
人
は
座
ら
な
か
っ
た
と
い
う
・
戦
前
ま
で
は
結
婚
式

に
他
人
は
よ
ば
な
か
っ
た
が
、
戦
後
他
人
を
よ
ぶ
よ
う
に
な

り
、
し
か
も
現
在
で
は
他
人
を
上
席
に
座
ら
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
白
木
で
は
葬
式
だ
け
で
な
く
結
婚
式
の
時
に

も
、
主
親
類
、
小
親
類
、
他
人
の
区
別
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

（
７
）
東
京
女
子
大
学
民
俗
調
査
団
『
赤
沢
の
民
俗
誌
』
一
九
九
六
年

（
東
京
学
芸
大
学
非
常
勤
講
師
・
民
俗
学
）
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